
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生協コープかごしまからの支援隊の第三陣
は 4 月 2 日(土)の午後２時に田上本部前を出発
します。 
現地はまだまだ気温が低く、生協組合員を含め
地域住民の生活の必需品である「灯油」を中心
にした支援物資をトラック２台に積込み、５人
の職員が出発します。 
2 日には「出発式」も行ないます。 

ぜひご参加いただき、あなたの思いを託してみ
ませんか。 

◆支援に行って「生協だからこそ」のものを感じまし
たね。それは宿泊した場所でコープこうべの方や、ラ
ラコープやエフコープの方などとも語る中で、生協は
ほかの企業や組織と違って「助け合い」「思いやり」
の気持ちなんだなぁということです。自分たちはお店
を開店させるっていう役割を担ったわけですけど、み
やぎ生協の職員と一緒になって仕事をしていて「物は
十分にないけど、店を開けることで、地域のメンバー
（組合員）さんが助かるんだったら開けよう」って頑
張ってるんですよ。自分の家の心配もあるのでしょう
けど、やっぱり組合員さんのことを思うんですよ。 

私たち支援に行った人間は、直接支援に行けない職
員の思いも届けてきたと思ってるんです。僕たちが鹿
児島から来たことで宮城の職員や組合員さんは喜ん
で「元気づけられた」って言ってくれてるんです。で
すから、直接支援に行けない職員のみなさんも、募金
をするとか、組合員さんに話をして伝えていくことが
大切です。元気を鹿児島から発信しましょう！ 

（お話を編集人がまとめました） 

4 月１日(金)には、コープの
全店で「一斉募金行動」を実
施しています。 
店舗委員会や地元フレンズ
の組合員さんの協力もいた
だきながら、職員も一緒にな
って「募金」を呼びかけてい
ます。 

この間の報道や現地へ支援
に行っている職員の報告、地
元の生協からの情報などか
ら被災された方々・地域は、
まだまだ継続しての支援が
必要な状況です。 


